
     

      第56回在宅チーム医療栄養管理研究会 

    勉強会記録 

 

  

■ 日 時  平成22年11月14日 （日）13：30～17：00 

 

■ 場 所  浴風会 認知症介護研究 研修東京センター 3F 

 

■ 内 容 13：30～13：50  会長挨拶 10周年記念研究会報告 

     13：50～16：10  講演『天国への引越し屋さん』  
～現場から見えた事・遺品が教えてくれた事～ 

               遺品整理会社 代表取締役 吉田太一氏 

     16：10～16：20  休憩 

     16：20～17：20  症例検討会 

              『保険領域の栄養士の役割 
～抱えている課題について～ 訪問栄養指導のその後』 

                    演者 管理栄養士 田口 寿美子氏 

                  管理栄養士 米山 久美子氏 

 

■ 記録 児山 

 

 

項目 内容 

講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『天国への引越し屋さん』 

 

 遺品整理会社キーパーズ（本社・愛知県刈谷市）社長、吉田太一氏は平成 14 年

に亡くなった方の家財道具や布団などの処分や清掃だけでなく、形見分けの配送、

人形や写真などの供養に至るまでのすべてを引き受ける会社を設立される。 

 独居老人だけでなく、40 代くらいの若い世代の孤独氏も増えており、生前に自分

が亡くなった後を心配し相談されるケースもある。 

 どんな相談にも親身に対応される姿勢が遺品整理会社キーパーズの信頼性を高

めている。 

 悲惨な孤独死の現状を目の当たりにし、孤独死をとおして自分の生き方を見直す

きっかけになればとの思いがある。また、「独居老人の孤独死」というアニメ DVD を

作成しており、国内の行政や海外からの関心も高まっている。 

 

 

 

 

 



 

項目 内容 

症例検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『保険領域の栄養士の役割 ～抱えている課題について～ 訪問栄養指導のその

後』 

 

 地域サポート自由が丘で、皮膚科併設の在宅訪問栄養食事指導をおこなう居宅

療養管理指導事業所の活動について紹介する。 

 在宅訪問栄養食事指導のサービスは認知度が低く、サービス内容への理解も不

十分であるが、事業所の医師、ケアマネージャー、区行政などとの関りの結果、少

しずつ地域に浸透し始めている様子を報告。 

 管理栄養士が居宅にて栄養指導ができる土壌は十分ではなく、手探りの状態で

あるのが現状。栄養士の雇用の問題や入院期間が短縮されることにより、地域に

帰ってきた患者、特に独居者のサポートが必要だが、多職種がかかわれるシステ

ムが確立されていない。事業所として機能できるようなシステムを作るために国の

改革が必要と訴えている。 

今回の発表は今後の展開が期待されるところであり、平成 23 年 1 月 23 日実施

予定の『第一回合同症例発表会』にて症例報告することが決定する。       

 


